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1、 NICAM－LETKFの開発 
	 正二十面体全球非静力学モデル NICAM
の開発が、東京大学、JAMSTEC、及び理
化学研究所で進められている。数値予報を

行う上で、データ同化の適用は必要不可欠

である。Terasaki et al. (2015, SOLA) は、
NICAMに局所アンサンブル変換カルマン
フィルタ LETKFを適用し、従来型観測デ
ータ NCEP PREPBUFRを同化して、1ヶ
月間安定して動作することを確認した。従

来型観測では、海上及び南半球では観測デ

ータが少ないため解析精度が悪くなる。本

研究では、更なる解析精度の向上のために、

改良型マイクロ波探査計 (AMSU-A）及び
衛星全球降水マップ (GSMaP)の同化を行
った。 
2、 衛星輝度温度の同化 
	 衛星輝度温度を同化するためには、新た

に観測演算子を作る必要がある。本研究で

は、放射伝達モデル RTTOV version 11 
(Radiative Transfer Model for TOVS)を用
いて観測演算子の開発を行った。 
	 衛星観測データはバイアスを持つことが

知られており、同化に際して適切に補正す

る必要がある。本研究では、大気の場に応

じて生じる airmassバイアスとスキャン位
置によるバイアスをそれぞれ見積もり、バ

イアス補正を行った。 
	 同化に用いた観測データは以下からダウ

ンロードした

（http://rda.ucar.edu/datasets/ds735.0/）。 
 NOAA15 NOAA16 NOAA18 NOAA19 

Ch6 0.5 0.5 0.5 0.5 

Ch7 0.5 × 0.5 0.5 

Ch8 0.5 × 0.5 × 

表 1：本研究で同化した AMSU-Aのチャンネル。

表中の数字は観測誤差を表し（単位は K）、×は同

化していないことを表す。 

 
表 1は 15個ある AMSU-Aのチャンネルの
うち実際に同化したチャンネルを表す。本

実験では、対流圏に感度を持つチャンネル

6から 8のみを同化し、観測誤差は全ての
チャンネルで 0.5Kとした。 
	 図１は、従来型観測及び AMSU-Aを同化
した実験における気温の ERA-Interimに
対する二乗平均平方根偏差（RMSD）の時
系列を示す。同化サイクルを開始して３週

間くらいはバイアス補正のスピンアップの

ため、AMSU-Aを同化することで解析精度
が悪化している。しかしその後はバイアス

が適切に補正され、解析精度が向上するこ

とを確認した。 
３、降水量同化 
	 降水量の同化はその非ガウス性によって

難しいことが知られている。Lien et al 
(2015)では降水量をガウス変換することで
降水量を適切に同化する手法を開発し、解

析精度が向上することを確認した。本研究

では、この手法を NICAM-LETKFに適用
し同化サイクル実験を行った。図 2は従来
型観測及び GSMaP降水量を同化した実験
と従来型観測のみを同化した実験の気温の

RMSDの差を表す。北半球及び熱帯域では
明らかな精度向上は見られなかったが、従

来型観測データの少ない南半球で著しい精



度向上が見られた。 
４，まとめ 
	 本研究では、Terasaki et al. (2015)で開
発された NICAM-LETKFシステムに新た
な観測演算子を開発し、改良型マイクロ波

探査計 AMSU−Aと衛星全球降水マップ
GSMaPの同化を行い解析精度が向上する
ことが確認した。 
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図 1：2011年 11月 1日 00Zから 12月 24日 18Z

までの(a)PREPBUFRのみを同化した場合と、

(b)PREPBUFRと AMSU-Aを同化した場合の気

温の解析誤差の全球平均。(c)は(b)と(a)の差で寒色

系はAMSU-Aを同化することで解析精度が向上す

ることを意味する（単位は K）。 

 

 

図２：2011年 11月 1日 00Zから 12月 31日 18Z

までの従来型観測のみを同化した場合とそれに加

えてGSMaP降水量を同化した場合のRMSDの差。

(a)北半球（北緯 20度から北緯 60度）、(b)熱帯（南

緯 20度から北緯 20度）、(c)南半球（南緯 60から

南緯 20度）。 
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